




はじめに

秩父市教育委員会教育長　倉澤 俊夫　
令和３年３月

　秩
ちち

父
ぶ

市は、平成 17年（2005）に旧秩父市、吉
よし

田
だ

町、大
おおたき

滝村、荒
あらかわ

川村の１市１町２村が合併

し誕生した、県内最大の面積を誇る市です。この広大な市域には、秩父山地の山々や県下に流

れ出る河川の源流といった雄大な自然環境と、その環境の中で育まれ、地域の中で大切に守り

伝えられてきた貴重な文化財が数多く存在します。これらの文化財は、秩父市民共通の財産で

あり、郷土の歴史や文化を学び、郷土への愛着心を持つために欠かすことができないものです。

　一方、近年の日本社会において問題となっている少子高齢化などの影響により、文化財の担

い手の減少や管理状況の悪化などが進行し、文化財を守り伝えるための環境も大きく変化して

きております。また、昨今の新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、民俗文化財の公開

中止・規模縮小が余儀なくされるなど、刻一刻と変化する社会状況の中で、大切な文化財を守り、

活用しながら後世に伝えていくことは、行政に求められる重要な使命の一つです。

　そこで、秩父市ではこの度、文化財の保存・活用に関する指針となるマスタープランであり、

具体的な施策をまとめたアクションプランでもある「秩父市文化財保存活用地域計画」を作成

いたしました。

　この計画は、地域の人々が後世に守り伝えたいと考える様々な文化財に関する事柄を、その

周辺環境も含めて一体的に捉え、保存・活用に関する取り組みを整理し、実行していくことを

目的としています。今後は、本計画に沿って様々な施策を行うことで、先人たちが築き上げて

きた素晴らしい歴史文化を次世代に確実につなぎ、「豊かなまち、環境文化都市ちちぶ」の実

現を目指してまいります。

　結びに、計画の作成にあたり、ご尽力を賜りました秩父市文化財保存活用地域計画作成協議

会の委員の方々をはじめ、ご指導をいただきました文化庁地域文化創生本部、埼玉県教育局市

町村支援部文化資源課及び関係者の皆様、貴重なご意見をお寄せいただいた市民の皆様に心か

らお礼申し上げます。



本書は、埼玉県秩父市教育委員会が作成した文化財保存活用地域計画である。

本計画の作成は、文化庁の地域文化財総合活用推進事業の補助を受け、平成 30年度から令和２年
度の３か年で実施した。

平成 30年度に「秩父市歴史文化基本構想」の策定事業に着手し、令和元年度より文化財保護法改
正に伴い「秩父市文化財保存活用地域計画」に移行し、計画の作成を行った。

秩父市歴史文化基本構想作成委員会（平成 30年度）、秩父市文化財保存活用地域計画作成協議会（令
和元年度・令和２年度）を組織し、計画を作成した。

秩父市の関係部局による庁内連絡会を組織し、計画作成に係る連絡調整や会議を行った。

事務局は、秩父市教育委員会文化財保護課に置いた。

計画作成に係る文化財の把握調査を秩父市文化財保護審議委員会が行った。
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